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第
71
回
全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大

会
石
川
大
会
が
、
令
和
４
年
８
月
25
日
、
26

日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、
石
川
県
金
沢
市
の

い
し
か
わ
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
メ
イ

ン
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
、
山
口
県
か
ら
は

37
名
が
参

加
し
て
き

ま
し
た
。

近
年
、
コ

ロ
ナ
禍
の

影
響
を
受

け
、
全
国

の
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
員
が
一

堂
に
会
し

た
開
催
は

３
年
ぶ
り

で
、
今
回

は
、
現
地
参
加
に
加
え
、
Ｗ
ｅ
ｂ
配
信
も

併
用
さ
れ
、
よ
り
多
く
の
方
が
参
加
で
き

る
開
催
要
領
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
従
来
の
様

に
１
万
人
近
く
が
集
う
こ
と
は
ま
だ
無
理
の

よ
う
で
す
が
、
そ
れ
で
も
会
場
に
は
、
約

５
０
０
０
人
強
が
集
い
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加

校
も
１
０
０
０
校
を
超
え
る
参
加
が
あ
っ
た

そ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
大
会
は
各
県
持
ち
回
り
で
開

催
さ
れ
、
近
年
で
は
、
佐
賀
、
京
都
、
島
根
、

石
川
と
続
き
、
来
年
は
、
宮
城
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
開
催
地
と
な
る
県
で
は
、
早
く
か
ら

準
備
に
取
り
掛
か
り
、
県
内
の
全
公
立
高
校

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
一
丸
と
な
っ
て
、
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
機
会
を
通
し
て
、
よ
り
強
固
な

結
び
つ
き
、
連
携
、
交
流
が
実
現
し
て
い
る

こ
と
が
現
地
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
と
お
会
い

す
る
と
実
感
で
き
ま
す
。
参
加
す
る
私
た
ち

も
、
こ
の
よ
う
な
場
を
通
し
て
、
各
校
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
役
員
、
担
当
の
先
生
方
と
交
流
を
深
め

る
こ
と
が
出
来
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
場

を
よ
り
良
い
環
境
に
し
て
い
く
こ
と
が
出
来

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
今
回
の
石
川
大
会
会
場
の
金
沢
市

は
、
移
動
に
半
日
を
要
す
る
為
、
前
日
移
動

で
参
加
し
ま
し
た
。
新
幹
線
で
大
阪
ま
で
行

き
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ト
に
乗
り
換
え
て
金
沢
ま

で
。
琵
琶
湖
の
側
を
通
る
際
に
は
、
青
い
空

と
琵
琶
湖
の
風
景
を
眺
め
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
し
か
し
、
久
々
の
電
車
移
動
で
の
べ

６
時
間
も
座
り
続
け
は
、
お
尻
が
痛
か
っ
た

で
す
。
金
沢
到
着
後
、
夕
食
ま
で
の
空
き
時

間
を
利
用
し
て
、
同
行
し
た
皆
さ
ん
と
日
本

を
代
表
す
る
三
大
庭
園
の
一
つ
、
兼
六
園
を

観
覧
。私
は
そ
の
後
、自
由
時
間
を
利
用
し
て
、

お
と
な
り
の
金
沢
城
公
園
へ
足
を
運
ん
で
み

ま
し
た
。
一
部
を
除
き
、
入
園
無
料
！
遠
く

か
ら
眺
め

て
よ
し
、

近
づ
い
て

迫
力
も
よ

し
。
外
観

の
素
晴
ら

し
さ
に
必

ず
感
動
す

る
こ
と
間

違
い
な
し

と
言
っ
て

も
過
言
で

は
あ
り
ま

せ
ん
で
し

た
。
夜
は
、

他
校
の
方
々
と
ホ
テ
ル
近
隣
の
飲
食
店
へ
行

き
、
地
産
の
食
材
を
使
っ
た
名
物
料
理
に
舌

鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
公
私
様
々
な
会
話
を
楽

し
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。�

　

一
夜
明
け
て
、
本
題
の
石
川
大
会
へ
参
加
。

と
、会
場
へ
向
か
う
前
に
。
金
沢
の
台
所
「
近

江
市
場
」
の
雰
囲
気
と
「
ひ
が
し
茶
屋
街
」

で
古
風
な
た
た
ず
ま
い
を
散
策
。
そ
こ
で
金

箔
プ
リ
ン
を
堪
能
。
そ
し
て
中
田
屋
の
「
き

ん
つ
ば
」
を
手
に
心
置
き
な
く
、
い
ざ
、
大

会
会
場
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　

会
場
は
、
街
中
か
と
お
も
い
き
や
、
田
園

広
が
る
平
野
の
中
に
あ
る
ア
リ
ー
ナ
で
し
た
。

更
に
、
外
は
大
雨
に
な
り
、
さ
す
が
「
弁
当

忘
れ
て
も
傘
忘
れ
る
な
」
と
言
わ
れ
る
金
沢
。

完
全
隔
離
の
中
、
開
会
行
事
が
始
ま
り
ま
し

た
。
音
響
が
悪
い
の
か
、
座
席
位
置
が
悪
い

の
か
、
式
典
の
内
容
が
う
ま
く
聞
き
取
れ
ず
、

内
容
を
メ
モ
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
国
歌

独
唱
で
は
、
生
の
歌
声
が
、
会
場
に
響
き
渡

り
心
が
洗
わ
れ
る
よ
う
で
、
大
変
感
銘
を
受

け
ま
し
た
。
独
唱
さ
れ
た
金
沢
辰
巳
丘
高
等

学
校
の
坂�

真
成
（
さ
か�

ま
さ
な
り
）
さ
ん
は
、

高
校
入
学
後
、
本
格
的
な
声
楽
の
レ
ッ
ス
ン

を
受
け
ら
れ
、
合
唱
部
員
と
し
て
、
様
々
な

賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
兎
に
角
、

素
晴
ら
し
か
っ
た
。

　

大
会
の
テ
ー
マ
は
、「
輝
く
未
来
へ
の
礎
〜

親
か
ら
始
め
る
新
時
代
の
教
育
〜
」。初
日
は
、

４
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
、
私
は
、
第
１
分

科
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
、「
新
時

代
の
家
庭
教
育
・
今
伸
ば
す
べ
き
本
当
に
必

要
な
力
」
と
題
し
、
慶
應
義
塾
大
学
総
合
政

策
部
の
中
室
牧
子
氏
と
花
ま
る
学
習
会
代
表

の
高
濱
正
伸
氏
の
講
演
と
質
疑
応
答
が
あ
り

ま
し
た
。中
室
氏
は
、数
値
的
な
根
拠
を
基
に
、

高
濱
氏
は
体
験
を
基
に
講
和
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
こ
れ
ま
た
音
声
が
聞
き
取
れ
ず
残
念
で

し
た
。
二
日
目
の
ス
タ
ー
ト
は
、
石
川
県
立

小
松
明
峰
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
で
始

ま
り
ま
し
た
。
ア
リ
ー
ナ
い
っ
ぱ
い
に
広
が

る
生
演
奏
は
、
豪
快
な
も
の
で
、「
演
奏
は
生

に
限
る
〜
」
と
言
い
な
が
ら
、
み
な
さ
ん
満

足
の
様
子
で
し
た
。

　

記
念
講
演
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
顧
問

の
澤
田
貴
司
氏
。「
や
り
た
い
こ
と
を
や
る
」

が
テ
ー
マ
で
し
た
。
学
生
時
代
成
績
は
振
る

わ
な
か
っ
た
が
、
持
ち
味
の
運
動
能
力
を
生

か
し
、
ラ
グ
ビ
ー
部
の
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め

る
な
ど
、
自
発
的
に
や
り
た
い
と
思
っ
た
こ

と
を
貫
き
通
し
、
社
会
に
出
て
か
ら
も
、
や

り
た
い
こ
と
を
求
め
て
、
い
く
つ
か
転
職
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
過
程
で
、
山
口
県
宇
部

市
を
創
業
の
地
と
し
世
界
へ
進
出
し
て
い
る
、

第第
7171
回
全
国
高
等
学
校

回
全
国
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会
石
川
大
会
報
告

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会
石
川
大
会
報
告

県
高
Ｐ
連
副
会
長
（
厚
狭
高
等
学
校
副
会
長
）

県
高
Ｐ
連
副
会
長
（
厚
狭
高
等
学
校
副
会
長
）　
田
中　
幸
夫

　
田
中　
幸
夫

開会式

兼六園



令和５年２月15日（５）

フ
ァ
ー
ス
ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ
の
柳
井
氏
へ
会

う
た
め
に
宇
部
市
を
訪
れ
る
と
い
う
、
超
身

近
に
感
じ
る
話
題
も
あ
り
ま
し
た
。
更
に
ダ

イ
エ
ー
買
収
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
れ
た
り
、サ
ー

ク
ル
Ｋ
サ
ン
ク
ス
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
統

合
を
指
揮
さ
れ
、
ブ
ラ
ン
ド
転
換
を
成
し
遂

げ
る
な
ど
、
成
功
、
失
敗
を
繰
り
返
し
つ
つ
、

や
り
た
い
と
感
じ
た
こ
と
を
貫
き
通
さ
れ
て

い
ま
す
。心
を
打
た
れ
た
の
は
、こ
の
よ
う
に
、

第
一
線
を
指
揮
す
る
上
の
立
場
に
い
な
が
ら

も
、
現
場
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重

視
し
、
常
に
現
場
の
働
き
手
と
、
エ
ン
ド
ユ
ー

ザ
を
視
野
に
お
い
て
改
革
を
進
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
で
す
。
な
か
な
か
で
き
る
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、「
挨
拶
は
自
分
か
ら
。
目
上
の
方
を

敬
い
、
感
謝
す
る
。」
お
父
様
は
こ
の
躾
に
大

変
厳
し
い
方
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
お
父
様
を

亡
く
さ
れ
た
と
き
、
こ
の
躾
は
、
何
事
に
も

感
謝
す
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、
利
己
で
は
な
く
、

利
他
を
大
切
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
人

生
で
一
番
大
事
な
こ
と
だ
と
悟
ら
れ
た
そ
う

で
す
。
私
た
ち
も
子
供
の
こ
ろ
か
ら
よ
く
言

わ
れ
て
い
た
様
に
思
い
ま
す
が
、
こ
の
教
え

を
守
る
こ
と
も
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
で
す
。

す
ぐ
に
利
己
に
走
り
、
感
謝
す
る
こ
と
を
忘

れ
が
ち
に
な
り
ま
す
。
澤
田
氏
の
講
演
は
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
ア
イ

ス
ブ
レ
イ
ク
の
話
題
を
は
さ
み
な
が
ら
、あ
っ

と
い
う
間
の
１
時
間
30
分
で
し
た
。
話
を
聞

き
な
が
ら
、
自
分
を
振
り
返
り
、
私
も
、
社

会
に
出
て
、
工
場
の
技
術
職
で
し
た
が
、
先

輩
か
ら
は
、「
現
場
１
０
０
回
！
」
と
よ
く
言

わ
れ
た
な
。
と
か
、「
や
り
た
い
こ
と
を
や
る
」

と
は
、
私
の
好
き
な
言
葉
で
、「
物
の
好
き
こ

そ
上
手
な
れ
」
に
も
つ
な
が
る
な
と
感
じ
な

が
ら
聞
い
て
い
ま
し
た
。
や
り
た
い
こ
と
を

好
き
な
だ
け
や
り
通
す
に
は
、
楽
し
い
こ
と

ば
か
り
で
は
な
く
、
そ
れ
な
り
の
努
力
も
必

要
で
す
。
ま
た
、
成
し
遂
げ
る
た
め
に
は
、

一
人
で
は
な
く
、
周
り
と
の
協
調
と
理
解
も

必
要
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

時
代
は
、
目
ま
ぐ
る
し
い
環
境
変
化
の
中
、

先
人
が
成
功
し
た
事
例
を
ま
ね
る
だ
け
で
は
、

通
用
し
な
く
な
り
ま
す
。
自
分
が
や
り
た
い

こ
と
を
貫
く
。
言
い
換
え
る
と
、人
と
は
違
っ

た
個
人
の
価
値
観
を
生
か
し
、
新
た
な
価
値

を
生
み
出
す
力
を
つ
け
て
お
く
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
講
師
の
澤
田
氏
は
、
そ
れ
を

や
っ
て
の
け
た
一
人
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
個
々
の
価
値
観
が
生
き
る

よ
う
、
や
り
た
い
こ
と
が
や
れ
る
教
育
環
境

が
必
要
に
な
っ
て
い
る
と
改
め
て
感
じ
た
講

演
で
し
た
。

会場

各地区で連絡協議会を各地区で連絡協議会を
開催しました開催しました

１�

岩
国
地
区
（
書
面
開
催
）

�

主
管
校　

高
森
み
ど
り
中
学
校
・
高
森
高
等
学
校

２�

柳
井
地
区
（
７
月
22
日
）

�

主
管
校　

田
布
施
農
工
高
等
学
校

３�

周
南
地
区
（
８
月
10
日
）

�

主
管
校　

光
高
等
学
校
、
下
松
工
業
高
等
学
校

４�

山
防
地
区
（
９
月
10
日
）

�

主
管
校　

山
口
農
業
高
等
学
校

５�

長
南
地
区
（
８
月
５
日
）

�

主
管
校　

宇
部
中
央
高
等
学
校
、
小
野
田
工
業
高
等
学
校

６�

下
関
地
区
（
８
月
５
日
）

�

主
管
校　

下
関
南
高
等
学
校
、
下
関
工
科
高
等
学
校

７　

長
北
地
区
（
７
月
14
日
）

�
主
管
校　

大
津
緑
洋
高
等
学
校
（
日
置
校
舎
）

　

こ
の
協
議
会
は
小
・
中
・
高
の
連
携
協
力
を
図
る
趣
旨
か
ら
企
画

さ
れ
、
今
年
度
は
高
Ｐ
連
が
主
管
担
当
し
、
11
月
22
日
（
火
）
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
協
議
会
に
先
立
っ
て
、
山
口
松
風
館
高
校
を
視
察
研

修
し
、「
多
様
な
学
び
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
柔
軟
な
教
育
シ
ス
テ
ム

を
も
つ
新
た
な
タ
イ
プ
の
高
校
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
誕
生
し
た
、

県
内
初
の
３
部
制
の
定
時
制
課
程
と
通
信
制
課
程
を
併
せ
も
つ
高
校

の
学
習
環
境
を
学
び
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
一
人
ひ
と
り
の
生

徒
に
と
っ
て
、
安
心
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
学
び
に
と
っ
て
大
切
で

あ
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
た
」
等
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
の
協
議
会
で
は
「
外
部
部
活
動
指
導
員
の
配
置・活
用
状
況
」「
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
現
状
と
課
題
」「
地
域
連
携
教
育
の

現
状
と
課
題
」
に
つ
い
て
、
小
中
高
の
各
校
種
に
お
け
る
取
組
状
況

の
違
い
等
に
関
し
て
、
情
報
交
換
や
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
こ
の
協
議
会
が
、
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
お
よ
び
高
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
縦
の
連
携
強
化
を
図
り
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
、
協
働

の
取
組
を
さ
ら
に
充
実
・
活
性
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
機

会
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

令
和
４
年
度

小
中
高
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
校
長
会 

連
絡
協
議
会
開
催


